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英語教育、保養、研修プログラムのメッカになるフィリピン

ダバオ市は太平洋から山脈で守られており、台風が発生する海域より南側に位置するため台風被害が
少ないことが特徴です。天候は特に雨季や乾季がなく、降雨量、気温、湿度、気圧なども一年を通し変化が
少ないです。 こうした天気の予測のしやすさは、農業生産にとって大きな利点になっています。
気温は20度から32度の間で、年平均降水量は2 , 000mmです。

地震 ・ 台風が少なく、津波 ・放射能の心配もありません

フィリピンで英語

ダバオ市　　　　　　　　　ダバオ市は、フィリピン南部ミンダナオ島 ・ ダバオ地
方のダバオ・テル・スル州にある、メトロ・マニラ、メトロ・セブ（セブ
市とその周囲）に次ぐフィリピン第3位の都市です。 面積2,400
㎢、人口約135万人(2010年)。 国際空港と港を持ち、フィリピ
ン南部の政治 ・ 経済 ・ 文化の中心地です。 実際にはダバオ市は
州からは独立していますが、ダバオ・テル・スル州の一部として見
られることもあります。 またダバオ地方の中心都市としても
位置づけられています。 ミンダナオ島に南から切れ込んだ
ダバオ湾に面した港湾都市です。 昔は日本人が約2万人も住んで
いました。 マニラ麻の原産地としても有名です。 日系人も数百人住ん
でいて日本飲食店なども多数あります。 バナナとマグロが特徴です。

ダバオ湾

フィリピンは英語スキルアップには最適な英語研修国、CANの英語研修プログラムのコアは少人数制授
業です。他の英語圏国家では、定員15人のクラスで60分間レッスンをするため、1人の学生に与えられ
る時間が4分弱なのに対し、マンツーマンレッスンでは一人の学生が少なくとも20分～30分間、自分
の意見を話すことができます。 ですから、１：１レッスンは会話能力超スピードアップを保障するフィリピ
ン英語研修の長所なのです。

フィリピンでの英語研修はビギナーまたは、長い間英語を勉強してきたにもかかわらずあまりいい結果が   
得られなかった人たちにとって最適の機会になると思います。フィリピン人は一般的に外国人たちに
優しいので気軽に会話ができ、各種の公共機関、マスメディア、学校、お店など社会全般で英語を共通語
として使っていて、日常生活の中で自然に英語能力を向上させることができます。

フィリピン英語研修のもうひとつの長所はとても安い費用です。 アメリカ、カナダ、イギリス、オーストラア、
ニュージーランドなどの高い費用に比べて、コストパフォーマンス（費用対効果）が良く、安い物価と
人件費をもとに満足できる水準の教育と豊かな生活を提供します。

各種スポーツ・レジャー活動はもちろん、旅行、ショッピング、映画観覧など多様な文化生活を安い費用
で楽しめます。 フィリピンはゴルフ、乗馬、スキューバダイビングなど国内ではなかなか楽しめない
スポーツや、海釣り、水泳、テニス、ボウリング、バスケットボールなどあらゆるスポーツができる
最高の環境があります。 また、多様な課外学習と、遺跡地訪問を通じて、豊かな自己啓発の機会を
経験することになるでしょう。

以上のフィリピン英語研修の多様な長所を通じて、皆さんは短期に英語のコミュニケーション能力を
自分でも驚くほどに伸ばすことができ、それをもとに、さらに英語圏国家の高いレベルの提携プログラム
を学習したり、インターナショナルスクールまたは大学への進学をすることもできます。フィリピン英語
研修を通じて、皆さんは、英語をマスターすると共にアクティブに将来の成功を夢見るでしょう。
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《研修地》



CANの設立目的

教育施設
最新施設と海辺の立地で快適な環境で教育の
効果を最大に発揮できます。

　　　　　　小・中教室、マン
　　　　　　ツーマン教室、
コンファレンス・セミナール
ーム、学生寮などの多様で便利
な施設を備えています。

講義室

　　　　    快適な雰囲気を持つ学生寮は、勉強で疲れた
　　　　　 身体を休ませて、新しい明日を準備する皆
さんが休息できる場所です。

学生寮

フィリピン、ダバオにある

CAN English Centerは

韓国および 日本、中国 など非英語圏アジア国の

青少年および大学生を対象に、競争力のある英語教育と

英語圏教育機関の予備校としての役割をし、留学生が

将来アジア太平洋の主役として成長できるように

教育・指導する使命を持って設立されました。 また

CANは、各教育機関および公共機関、多国籍企業

などとの戦略的提携を通じて、信頼できる英語

教育で、多様な職業訓練として競争力のある

プログラムを提供します。 又、将来永住 ・ ロングスティ

を考えているシルバー世代の方の準備も可能です。

ビジョン

企業、団体、教育機関などの訓練・研修プログラムを
開発し、提供すること。

アジア  ・ 太平洋地域における最高の英語教育センター
としてフィリピンの名を広めること。

アジア人にとって世界最高の英語センターになること。

国際教育コミュニティーの一員として高く認められること。
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食堂　　　　　留学生が一緒に食
　　　　　事できるカフェテ
リアは、学生達の休憩室に
も使われています。



学校情報

入校初日にレベルテストを行います。 （午後はオリエンテーションです）

レッスンは、マンツーマンを中心に少人数。 (4名) のレッスンを行います。

テキストは世界標準のものをスクールが用意しています。

月1回のレベルテスト実施。 

（TOEIC・TOEFL・IELTSレッスンは希望者に実地）

2人部屋7室  ・ 1人部屋５～7戸あります。
クリーニング代は宿泊費に含まれます 。（無料）
温水シャワーの使用時間制限があります 。(7:00～8:00 ・19:00～21:00)
エアコン付 （電気代は別途お支払ください）
冷温水器あり (冷蔵庫は備え付けていません)

主にフィリピン  ・ 韓国料理 ・ 洋食 ・ 和食などを提供します。

ダバオはバナナなどのフルーツが多くマグロも美味しいです。

お米とおかずは充分に召し上げれるよう豊富に準備しています。

また、学生が食べたい、食べてみたいと思った食事などをメニューに

反映します。 ただし、おやつなど小腹が空いた場合の簡単なラーメン

などといったものは提供できませんが、誰もが自身で簡単に調理でき

るよう厨房の使用は可能です。

レッスン 学生寮施設

食事

生徒数 最大80名（年間平均35名）

留学生 韓国 ・ 中国 ・ ベトナム ・ 台湾 ・ 日本など

教室数 グループレッスン用 5室 （1クラスの最大参加人数4名） マンツーマン用 32室

授業時間　8:20～17:00 (コースによって異なります ・ 昼食時間は12:10～13:10)

入学日 毎週月曜日 (土・日及び国民の祝日は休み）

学校施設　カンファレンス ・ ルーム （1室）     セミナールーム （1室）　バドミントンコート （1面）     
学生食堂 (100席)     
 

ダ バ オは天 然 の 良 港です。 ス ク ー ル 近 郊にア ポ 山
（ 2 9 5 4 m  ・ フィリピン最高峰） 沖にサマール島  
（マリンリゾート基地） があります。 ダバオ空港からスクール
までは車で3 0分程度です。 学校は海辺にあります。 
潮騒が聞こえる自然環境豊かな立地です。 週末は学校主催の
さまざまなアクティビテイがあります。

マリンスポーツ (スキューバダイビング ・ ウィンドサーフィン ・ サーフィン)、
乗馬、ゴルフ、ラフティング、トレッキング、カラオケ、マッサージ、
食べ歩き、ショッピング  等

アクティビテイ

周辺 ・ 交通情報

C
A
N
 E
N
G
L
IS
H
 C
E
N
T
E
R

3



CANの教育システム

CAN ENGLISH CENTERでの生活について

1：1授業（マンツーマンクラス） 4コマ/日

1：4～6 小グループスタディー 2コマ/日

CANの英語教育は、意欲的で豊富な

経験を得たフィリピン最高の名門大学出

身の英語教育教師からなるグループの

クラスとマンツーマンのチューターリング

（個人指導）をもとに行われます。

テキストは世界標準の「ケンブリッジ大学制作」

のものを利用します。

▶学校が学生のレベルに合わせて準備した教材をも
とに進められますが、学生本人が必要とする又は持
ってきた教材や資料を活用することもできます。

グループスタディー専門講師が進める1：4小グルー
プスタディーは、文法、作文、聴解などをテーマに多
様な方法で行われます。
▶ Conversation ▶ Pronunciation ▶ Grammar

CAN 特別講座シリーズ

CANではIELTS ・ TOEIC ・ TOEFLの準備をする学生たち
のため、無料特別講座があり、希望者は参加でき、 IELTS ・ 
TOEIC ・TOEFLに備えて問題を解くことを中心に授業を進めま
す。 また、それらのテストもダバオで受験可能です。

ビジネスの実務現場での多様な状況にふさわしい能力を伸ばし、
実務現場で用いられる書類作成要領を覚え、実際のビジネス状況
に効果的に対応できるように支援するプログラムです。

学校でのスケジュール

(標準です。マンツーマンの場合は変動があります）

朝食  AM7:00～AM8:00

朝  AM7:00～AM8:00

夜  PM7:00～PM9:00
(コテージは24時間いつでも温水が使えます）

昼食  AM12:10～PM1:10

夕食  PM5:00～PM6:00
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授業時間

温かいシャワーの利用時間

食堂の利用時間

マニラ空港で空港使用料200ペソを支払う必要があります。その為、日本出発時に空港にて円をペソに1万円位は
両替してから行くと安心です。

学校内は日本と同じプラグですが、電圧は220Ｖ～240Ｖです。 変圧器をご持参することをお勧め致します。
電子辞書をご持参することをお勧め致します。 ドライヤーは海外仕様のものをご持参ください。
タオルケットは必要であればご持参ください。 学校の近くのスーパーでも1000円以下で購入できます。

学生寮 ・ コテージとも無線LANで、パソコンはいつでも使用可能です。（若干スピードは遅いです）
パソコン

持ち物

マニラ空港

1時限  AM8:20～AM9:30
2時限  AM9:40～AM10:50
3時限  AM11:00～AM12:10
4時限  PM1:10～PM2:20
5時限  PM2:30～PM3:40
6時限  PM3:50～PM5:00

【月～木曜日】
1時限  AM8:20～AM9:00
2時限  AM9:05～AM9:45
3時限  AM9:50～AM10:30
4時限  AM10:35～AM11:15
5時限  AM11:20～PM12:00
6時限  PM1:10～PM1:50
休　憩  PM1:50～PM2:10
テスト PM2:10～PM3:10
アクティビティ PM3:10～PM5:00

【金曜日】



CANで英語レベルを上げて、
フィリピンの高校 ・ 大学に
進学出来ます
一般的にフィリピン大学へ進学した後に、米国

など先進国の一流大学または、日本の一流大

学へと編入するケースが少なくないからです。

こういう場合は、とにかくフィリピンにある優

秀な大学に入学することが優先です。フィリピ

ンで上位にある大学は、お子さんが編入を希

望した際に、お子さんたちにとって、良い条件 

・ 印象を与えると共に有利に働くからです。

本校はお子さんたちが学校入学前に、英語力

を最大限に伸ばすための英語レッスン ・ 受験

対策 ・ 進学準備を行います。

フィリピン早期留学概要
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フィリピン早期留学の長所
経済

適応

CANで英語のレベルを上げて、フィリピンのトップレベル

の大学 ・ 高校に進学できます。  特にアテネオ大学は毎年

9月と3月の受験ができるのでとても便利です。 2010年

2011年には日本人留学生が一流大学と一流高校に入学し

ました。 フィリピンの大学から欧米、オセアニア、日本の一

流大学への転学もできます。フェリピンのベスト10の高校 

・ 大学は東南アジアの優秀校です。 もちろん英語で受験

しますので、CANで受験対策と英語のレベルを上げます。  

ローカル学校の場合は、正規入学の時期にあわせ入学を許

可しています。 御両親と一緒に現地で留学する場合、両親が

引退、投資、事業ビザなどを申請した後に、お子さんが扶養家

族であるという証明をして、フィリピンで勉強することが出

来ます。また、何か事情があってお子さんだけを留学させる

場合はSSP（特別修学許可書）を発給してもらい、観光

ビザと同様に延長しながら留学生活を送ることが出来ます。

SSPを発給された学生はGuardian(保護者)の選任が必須

です。 手続きはCANがサポートします。

英語圏の先進国家での早期留学は、一部の富裕

層でなければ、意欲が出ないほど、その費用は高い

とされています。 しかし、フィリピンは先進英語圏国家

と比べ、1/4～1/3の少ない費用で留学が可能です。

英語圏先進国家で、遭遇するであろう事例の１つ

が人種差別です。 まだアジア国の人たちに対す

る欧米人の人種的偏見は依然として変わりありませ

ん。 しかし、フィリピンは同じアジア圏国家であるとい

うこともあり、日本人や韓国 ・ 中国人等に対して

はとても親切です。 従って、欧米などの国に比べ

ると、さほど問題なく現地に適応できるでしょう。



お得でしっかり学べる国際編入プログラム

CAN ENGLISH CENTER

フィリピンの一流中 ・ 高校/大学 

欧 ・ 米 ・ 日の一流大学3年、4年に編入

Ateneo de Davao University
アテネオ大学（小・高等学校）

●1859年に設立された学校です。

 優秀な教師陣（714名）及び学生

（約7,000名）に完璧な学校施設と

自負しております。 全ての講義が

英語で行われ、法学 ・ 数学 ・ コンピ

ュータ分野などフィリピン内で最も

質の高い講義を受講できる最高の

大学です。 フィリピンの歴代大統領

を多数輩出し、独立運動の英雄であるホセ ・ リサール本校の出身の1人です。

また、韓国のキム・テジュン前大統領は名誉学博士学位を授与されました。 

◆大学 ： 男女共学/小 ・ 高等学校 ： 男子学生

◆学期 ： １学期（6月～9月）/2学期（10月～12月）/3学期（1月～4月）/夏季学期（5月）

◆住所 ： LS Hall-101A, 2401 Taft Avenue 1004 Manila

◆募集学科 ： 東洋学、法律学、行動学科、商学、放送学、会計学、経営学、科学工学、史学、

　人文学科、外交学科、機械工学、哲学、政治経済学、心理学、生物学、科学、数学、物理学

◆URL ：  http://www.dlsu.edu.ph

De La Salle University
ラサール大学校・付属高等学校

●本校はアテネオ大学と共に最高の

大学です。フィリピンの早稲田大学と

いわれています。 特にコンピュータ

系列が有名です。 日本の早稲田大学、

韓国のハンナン大学、カナダの大学

など、世界各国の大学とプログラムを

計画し、交換留学などを実施して

います。

◆大学 ： 小 ・ 高等学校（男女共学）

◆学期 ： １学期（6月～9月）/ 2学期（10月～12月）/ 3学期（1月～4月）/ 夏季学期（5月）

◆住所 ： University Ave., Juna Subdivision, Matina, Davao City

◆入学（登録日） ： 毎年5月

◆募集学科 ： 看護学、商経学、放送学、会計学、史学人文学科、コンピュータ系列

◆URL： http://www.pwu.edu.ph/pwcdavao/main.html

The Philippine Women’s College of Davao
PWC 女子大学付属高等学校

●PWC大学は、女子大学で看護学

及びコンピュータ系列で優秀な

大学です。 また、世界中の大学との

交換留学を実施しています。

◆住所 ： Angliongto Ave., Lanang, Davao City Philippines 8000 

◆入学試験 ： ４月～5月、適正検査のみ（変更の可能性あり）

◆入学（登録日） ：  6月第二週から始まります。6月10日前後に入学式があります

◆募集学科 ：  国際学科、初等教育学科、中等教育学科、社会福祉学科、心理学科、

　起業家育成学科

◆URL： http://www.mkd-edu.com

Mindanao International College
ミンダナオ国際大学

●日本フィリピンボランティア協会

が、これまでの活動の集大成として

２００２年に内田あや子教育基金で

設立しました。日本語に関する教育

はフィリピンでは最も優れた大学で

す。
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◆住所 ： Santos-Cuyugan Avenue GSIS Heights Matina, Davao City

◆電話番号 ： 

PRECIOUS INTERNATIONAL SCHOOL OF DAVAO
プレシャスインターナショナルスクール

●プレシャスは、子供達を伸び伸びと

した人間性豊かな生徒にするために、

いろいろ工夫して育成しています。特

別なプログラムも用意してますので、

入学するときに、お申し出下さい。

◆住所 ： #8 Juna Avenue, Matina, Davao City

◆電話番号 ： (082) 296-1189
◆年齢： 5歳～16歳入学可能

◆URL： http://valuesschool.weebly.com/index.html

VALUES INTERNATIONL SCHOOL
バリューズインターナショナルスクール

●バリューズスクールは、選りすぐり

の教材、訓練された優秀な教師陣と

スタッフを揃え、学ぶことの楽しさ

をこども達に伝えています。また、

教師と生徒の関係をより強固にする

ため、受け入れる生徒の人数を制限

しています。

◆年齢： 5歳～16歳入学可能
◆URL： www.pisdavao.com

(082) 296 0630 (Preschool)    
(082) 2975684 (Grade School)   
(082) 2972857 (High School)
Telefax (082) 2970041

お子さんのナーサリーと小学校（親子留学）


